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おおぶ文化交流の杜図書館
旧大府市中央図書館から移転し、複合文化施設「おおぶ文化交流の杜アローブ」の中核施設
として2014年7月に開館する。人口6万人～10万人の自治体の図書館で、2015年より年間
貸出数8年連続日本一を記録している。年間を通し、イベントや講座も数多く開催。近郊の市町
からの来館も多く、貸出だけでなく市民の憩いの場としても利用されている。

1989年（平成元年）に、本好きな仲間が集まってできたボランティアグループ。図書館スタッフとともに絵
本や児童書の紹介、講演会や講座の開催など、図書館の活性化のための活動をおこなう。月2回開催し
ている絵本や児童書の勉強会（という名のおしゃべり会）は、おもしろい本の情報交換の場となっている。

O.L.V.
おおぶ文化交流の杜図書館ボランティアグループ

世界の絵本・作家を一望できる
待望のレファレンスツール、ここに刊行！
絵本大国アメリカ、イギリスはもとより、アジア、中南米諸国、アフリカといった、これまで
取り上げられる機会が少なかった地域も含め、約80カ国の絵本・作家を15のセク
ションに分けて紹介する画期的な一冊。19世紀から現代にわたる総勢900名以上
の絵本作家の略歴と、翻訳されている作品リストを掲載。各部の冒頭では、国・地域
ごとの特長を詳しく解説。それぞれの歴史や文化、風土のなかから創られてきた、現
代に至るまでの絵本の流れを把握できる。また、創作へのヒントになりうる昔話や民
話、各国を舞台にした絵本のリストを付して利用の便を図った。

この１冊で
世界の絵本が
わかる！

編者紹介

本書
の
特長

収録した
国・地域

●ビアトリクス・ポター（イギリス、『ピーターラビットのお
はなし』ほか）、マーティン・ハンドフォード（イギリス、
『ウォーリーをさがせ！』ほか）、ディック・ブルーナ（オラ
ンダ、『ちいさなうさこちゃん』ほか）、トミー・ウンゲラー
（アメリカ、『すてきな三にんぐみ』ほか）、ショーン・タン
（オーストラリア、『アライバル』ほか）などなど、総勢
900名以上の絵本作家を紹介。

●絵本作家ごとに日本語に翻訳されている作品リス
トを掲載。作品名・作家名のみならず、翻訳者・出版
社・出版年をまとめいている。

◎イギリス◎フランス◎オランダ◎ベルギー◎ドイツ◎スイス◎オーストリア●中東欧―〈◎チェコ◎スロバキア◎ポーランド◎
ハンガリー◎ブルガリア◎ルーマニア◎ウクライナ◎ベラルーシ◎エストニア◎ラトビア◎リトアニア〉●南欧―〈◎イタリア◎ス
ペイン◎ポルトガル◎ギリシャ◎クロアチア〉●北欧―〈◎スウェーデン◎デンマーク◎フィンランド◎ノルウェー◎アイスランド
◎ラップランド〉◎ロシア◎アメリカ◎カナダ◎オーストラリア◎ニュージーランド●中南米―〈◎アルゼンチン◎ウルグアイ◎
エクアドル◎ガイアナ◎キューバ◎グアテマラ◎コスタリカ◎コロンビア◎チリ◎ドミニカ◎トリニダード・トバゴ◎ニカラグア◎ハイチ◎
バハマ◎パラグアイ◎プエルトリコ◎ブラジル◎ベネズエラ◎ペルー◎ボリビア◎メキシコ〉●アフリカ●アジア―〈◎中国◎
台湾◎韓国◎モンゴル◎シンガポール◎マレーシア◎インドネシア◎フィリピン◎ベトナム◎ラオス◎タイ◎カンボジア◎ミャンマー◎
インド◎パキスタン◎バングラデシュ◎ネパール◎スリランカ◎ブータン◎アフガニスタン◎イラン◎イラク◎トルコ◎イスラエル◎シリ
ア◎アラブ首長国連邦◎ヨルダン◎オマーン◎コーカサス諸国〉

●巻末には作家名索引を掲載し、調べ物、レファレンス
ツールとしても最適な、公共図書館、学校図書館必備の
一冊となっている。

●作家・作品情報のみならず、付録として、「絵本に関す
る主な賞」など絵本にまつわる付属情報も掲載。
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絵本に関する主な賞
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絵本に関する主な賞
本書に記載がある賞

◉国際的な賞 ………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

国際アンデルセン賞　Hans Christian Andersen Award
1956 年創設（画家賞は 1966 年より）。児童文学界に多大な功績があり、かつ存命している作家およ
び画家の全業績に対して贈られる国際的な賞。隔年で開催される国際児童図書評議会（IBBY）世界
大会において賞が授与される。IBBY 各国支部から推薦された候補者の中から、国際選考委員会が選
出をおこなう。「小さなノーベル文学賞」ともいわれる。

◉イギリス ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

ケイト・グリーナウェイ賞　Kate Greenaway Medal
1956 年に、イギリスの挿絵画家ケイト・グリーナウェイ (1846 ～ 1901) にちなんで、英国図書館協
会によって創設された。毎年、イギリスで出版された絵本の中で特に優れた作品の画家に対して贈ら
れる。2023 年よりカーネギー賞画家賞に名称が変更された。

コスタ賞（旧ウィットブレッド賞）　Cost Children’s Book Award for Children’s Book
1971 年にウィットブレッド社がスポンサーとなり、創設される。英国またはアイルランドに拠点を
置く作家による英語の書籍が対象。2006 年からは、当時ウィットブレッドの子会社であったコスタ
コーヒーがスポンサーシップを引き継ぎ改名された。2022 年に終了。

カーネギー賞　Carnegie Medal
1973 年、アンドリュー・カーネギー（Andrew Carnegie, 1835 ～ 1919）の図書館界における業績を称え、
英国図書館協会により創設される。フィクション、ノンフィクションを問わず、毎年、イギリスで出
版された児童書の中から最も優れた作品に贈られる。

マザーグース賞　Mother Goose Award
1979 年から 1999 年まで続いた、児童書の挿絵を手がけた新人イラストレーターに贈られた賞。

クルト・マッシュラー賞　Kurt Maschler Award
1982 年から 1999 年まで実施されていた児童文学賞。イギリスで出版された絵本などの児童書が対象
となる。『エーミールと探偵たち』（エーリッヒ・ケストナー作）を出版したクルト・マッシュラー（Kurt 
Leo Maschler, 1898 ～ 1986）が設立。「エミール・クルト・マシュラー賞」ともいわれる。

ネスレ子どもの本賞（旧スマーティーズ賞）　The Nestlé Children’s Book Prize
1985 年創設。イギリスの読書推進団体 Booktrust が運営する、英国で最大規模の児童文学賞。2007
年 12 月をもって終了した。イギリス全土から選出された 11 歳以下の子どもたちの投票によって、
各部門の受賞作が決められている。
名称は「スマーティーズ賞（The Smarties Book Prize）」から、「ネスレ・スマーティーズ賞（The 
Nestle Smarties Book Prize）」、2005 年度から「ネスレ子どもの本賞（The Nestle Children’s Book 
Prize）」に変更された。

内容見本
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フランスフランスの絵本

ている。

著作リスト
Jean de la Fontaine

シリーズ絵本（文）
「オックスフォードえほん」シリーズ

 ブライアン・ワイルドスミス絵 訳 出版社 出版年 原書出版年

1 おかねもちとくつやさん    渡辺茂男 らくだ出版デザイン 1969.11 1965

2 うさぎとかめ    渡辺茂男 らくだ出版デザイン 1970.8 1966

3 きたかぜとたいよう    渡辺茂男 らくだ出版デザイン 1970.8 1964

4 ライオンとネズミ*   渡辺茂男 らくだ出版デザイン 1969.11 1963

18 ろばとこどもとこなやさん   すぎやま じゅんこ らくだ出版 1976.10 1969

絵本（文・原作）
書名 文・作 絵 訳 出版社 出版年 原書出版年

ラ・フォンテーヌ寓話*  ブーテ・ド・モンヴェル 伊藤比呂美 白泉社 1981.5 －

子どものためのラ・フォンテーヌのおはなし
 マーガレット・ワイズ・ブラウン再話
  アンドレ・エレ 阿部公子 こぐま社 2015.11 ▽

シャルル・ペロー
Charles Perrault（1628～1703）

1628 1月12日　パリ高等法院弁護士ピエール・ペロー（Pierre Perrault）の一番下の息子として生
まれる。

 両親ともに教育熱心で、8歳で私立学校に入学。優秀な生徒であったが、数年で権威主義的
な校長と口論になり退学。3、4年の間友人と独自に勉強したと、自伝Memoires de Charles 
Perrault に書かれている。

1651 オルレアン大学（Université d’Orléans）で法学の学位を取得し弁護士となるが、2度弁護した
だけでその職に再び戻ることはなかった。

1654 弁護士を辞め、事務員として大蔵省の収税官を勤めていた兄の仕事を手伝う。

1663 ルイ14世のもと当時の大蔵大臣ジャン・バプティスト・コルベール（Jean-Baptiste Colbert , 
1619～1683）の秘書官を務める。

1671 アカデミー・フランセーズ会員に選出される。
 フランス学士院を創設し、翌年、大学総長となる。

1672 25歳年下のマリ－・ギション（Marie Guichon）と結婚、3人の息子と1人の娘をもうける。

1678 妻マリー死去。

1683 事務次官を退職。自分の時間を執筆と子どもたちの教育に捧げることを決意する。

1687 ルイ14世の前で自作「ルイ大王の時代（le Siècle de Louis le Grand）」を朗読したことがきっか
けで、著名な詩人であったニコラ・ボアロ=デプレオー（Nicolas Boileau-Despréaux, 1636～
1711）たち「古代派」と論争がおこる（古今論争）。

1691 アカデミーの会合で昔噺「グリセルディス」を朗読、のち単行本として出版。この方法は評判

が良かったため、その後「愚かな願いごと」、「驢馬の皮」を発表、出版する。

1697 自分の名は隠し、息子Pierre Darmancourの名で『教訓を伴った過ぎし昔の物語（Histoires ou 
Contes du temps passé）』を出版する。この本には、韻文で書かれた「グリセルディス」、「愚か
な願いごと」、「驢馬の皮」の3篇と当時としては珍しく散文で書かれた「眠れる森の美女」、「赤
ずきん」、「青ひげ」、「猫の大将、あるいは長靴をはいたねこ」、「サンドリヨン、あるいはガラ
スの靴」など8編が収録されている。

 民間伝承をもとに、読者が読みやすいよう当時の風俗を取り入れるなど、若干の脚色が入っ
ている。

1703 5月16日　パリで死去。

著作リスト
Charles Perrault

絵本（邦訳出版された絵本）
書名 文・作 絵 訳 出版社 出版年 原書出版年

「長靴をはいたねこ（Le Maître chat ou le Chat botté）」
ながぐつをはいたねこ* クリストファー・ログ
  ニコラ・ベイリー 掛川恭子 ほるぷ出版 1976.12 －

ガルドンのながぐつをはいたねこ  ポール・ガルドン てらおか じゅん ほるぷ出版 1978.7 1976

長ぐつをはいたねこ H・フィッシャー H・フィッシャー 矢川澄子 福音館書店 1980.5 1966

ながぐつをはいたネコ*  ヤン・ピアンコフスキー うつみ よしこ ほるぷ出版 1985.11 1983

ながぐつをはいたねこ クルト・バウマン再話
  スタシス・
  エイドリゲビシウス 斉藤 洋 ほるぷ出版 1991.11 1990

ブーツをはいたネコ  フレッド・マルチェリーノ おぐら あゆみ 評論社 1994.7 1990

ながぐつをはいたねこ* 久米 穣 アグネスティ・アセンシオ  講談社 1994.7

長ぐつをはいたネコ  マーシャ・ブラウン 光吉夏弥 岩波書店 1996.11 1952

長ぐつをはいたネコ  ジュリアーノ・ルネッリ 末松氷海子 徳間書店 2000.10 1999

長ぐつをはいたねこ  ウォルター・クレイン 秋野翔一郎 童話館出版 2006.3 ▽

「シンデレラ または小さなガラスのくつ（Cendrillon ou la Petite Pantoufle de verre）」
シンデレラ マーシャ・ブラウン文・絵 まつの まさこ 福音館書店 1969.6 1954

シンデレラ*  ヤン・ピアンコフスキー うつみ よしこ ほるぷ出版 1985.11 1983

シンデレラ  R・インノチェンティ 谷本誠剛 西村書店 1989.5 1983

シンデレラ  青ひげ  ミケーレ、フェーリ  TBSブリタニカ 1992.9 1977

シンデレラ
または、小さなガラスのくつ  エロール・ル・カイン 中川千尋 ほるぷ出版 1999.5 1972

シンデレラ   バーバラ・マクリントック再話・絵 福本友美子 岩波書店 2015.2 2005

「眠れる森の美女（La Belle au bois dormant）」
眠り姫  ジョン・コリアー 庭野延子 西村書店 1989.5 1983

その他の絵本
書名 文・作 絵 訳 出版社 出版年 原書出版年

おやゆびトム　ペロー童話　 リディア・ポストマ文絵 矢川澄子 福音館書店 1984.4 1983

75%縮小

156 157

フランスフランスの絵本

の子どもの本の発展に大きな影響をおよぼした。

■ 第2次世界大戦以降
大戦後、ようやく社会が落ち着きを見せ始めた1950年から60年にかけて、編集者ロベール・デル
ピール（Robert Delpire, 1926～2017）が手がけた『ワニの涙（Les Larmes de crocodile）』（1956）や、ジャクリー
ヌ・デュエムによる『月のオペラ』（1952）など、絵の役割を重視した絵本が出版された。1956年に登
場した小学生の男の子の学校生活を描いた『プチ・ニコラ』は、現在も読み継がれている。

■「絵本革命」
1968年5月に起こった社会改革運動は児童文学にも影響をおよぼした。「すべての人にとって良い
本が、子どもにとってよい本になる」という編集者フランソワ・リュイ＝ヴィダル（François Ruy-Vidal, 
1931～）の信念のもと出版された『ストーリーナンバー』シリーズ（ウージェーヌ・イヨネスコ作，1968～）
などの絵本は、斬新な主題と前衛的なイラストでたいへんな反響を呼び、「絵本革命」とまでいわれた。
彼の絵本作りに激しい非難を浴びせた人々がいる一方、エコール・デ・ロワジール社（L’école des 

loisirs）の創立者ジャン・ファーブル（Jean Fabre, 1920～2014）や、老舗の出版社ガリマール社（Éditions 
Gallimard）で児童書部門を創設したピエール・マルシャン（Pierre Marchand, 1939～2002）など、大きな
影響を受けた人々も少なくなかった。
絵本や児童書の質の高さで世界的にも有名なエコール・デ・ロワジール社は、1960年代半ばから
教科書出版のかたわら海外の絵本も翻訳出版していたが、1970年代には、新しい作家やイラストレー
ターの発掘や育成もおこない、多様な絵本を精力的に出版した。フィリップ・デュマ、ミシェル・ゲ
イ、クロード・ブージョン、フィリップ・コランタン、グレゴワール・ソロタレフ、クロード・ポン
ティ（Claude Ponti, 1948～）など、著名な画家たちがこの出版社で活躍している。

■ 中小出版社の活躍
1970年代から80年代には、スイユ社（Éditions du Seuil）など中小出版社が、写真や大胆な構図の絵
本、文字なし絵本など新しい絵本作りを模索し始めた。大手出版社アルバン・ミシェル社（Éditions 
Albin Michel）からは、ジャン・クラヴリイ（Jean Claverie, 1946～）が『おまる』（1990）など特色ある絵本
を出している。
1990年代になると、作家やイラストレーター自身が自分の理想とする本の出版をめざしたり、新
しい作家の発掘や過去の優れた絵本の復刊などを試みる動きがみられる。グラフィックデザイナーで
建築家でもあるオリビエ・ドゥズー（Olivier Douzou, 1963～）はルエルグ社（Éditions du Rouergue） に青少
年部門を、編集者ティエリー・マニエ（Editions Thierry Magnier）はティエリー・マニエ出版社（Editions 
Thierry Magnier）を創設するなど、数多くの中小出版社が個性的でエネルギッシュな活動をおこなって
いる。

作家紹介

ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ
Jean de la Fontaine（1621～1695）

1621 7月8日　シャンパーニュ地方シャトー・ティエリの裕福な家庭に生まれる。
 父は、シャトー・ティエリの森林河川管理官。
 シャトー・ティエリの大学で3年間、ラテン語を学ぶ。

1641 パリ、サントノレ通りにあるオラトリオ修道会の礼拝堂に入るが、1年後、祈禱の最中に詩
を書いていたのが見つかり、放り出される。

1646 パリへ出て法律を学ぶ。辞書編纂で知られている作家アントワーヌ・フェルティエール
（Antoine Furetière, 1619～1688）らと文芸サークルを作り、文学の道にもかかわる。

1647 父の言いつけに従い、当時14歳だったマリー・エリカール（Marie Héricart）と結婚。

1649 パリの議会で弁護士の資格を取得。

1652 故郷で森林河川監督の仕事を得る。パリとシャトー・ティエリを行き来する。

1658 当時権勢を誇る大蔵卿ニコラ・フーケ（Nicolas Fouquet, 1615～1680）と出会い、ギリシャ神
話を主題とした詩編『アドニス（Adonis）』（1658）を捧げて認められる。フーケの庇護を受けパ
リで文学に専念する。

1659 マリー・エリカールと離婚。その後も、友人として生涯付き合いがあった。

1661 フーケが失脚した後、オルレアン公の寡婦である侯爵夫人やサブリエール夫人など有力者の
庇護を受ける。

1668 『詩で書かれた寓話選（Fables choisies, mises en vers par M. de La Fontaine）』第1集（第1～6巻）
が刊行。文学作品を王室に捧げる当時の慣行に従い、ルイ14世の末子ドーパン卿に献呈さ
れた。

 『寓話』は古代ギリシャの「イソップ寓話」を題材にしたものが多いが、それ以外にもローマの
ファエドルス（Phaidros）の『寓話集』、中世の『狐物語』、「ファブリオ（韻文の笑話）」、インド
の説話集『パンチャタントラ』からも影響を受けている。

 ウィットと当時の道徳・規律を反映した教訓からなっており、17世紀の半ば以降、子ども
たちの教育に使われた。

1673 サブリエール夫人の家に寄宿し、サロンの援助者である当時の天文学者や医者、物理学者、
哲学者などと交流する。

1678 『詩で書かれた寓話選』第2集（第7～11巻）を2冊に分け、78年、79年に刊行。作品集は国王
の愛人であるマダム・モンテスパンに捧げられた。

1683 フランス・アカデミーの会員に選出される。

1693 最後の『寓話選』第3集（第12巻）を刊行。ルイ14世の孫息子で、ドーパン卿の長男ブルゴー
ニュ公爵に捧げられた。

 サブリエール夫人の死去により親友のエルヴァール氏の家に移り、静かな引退生活を送る。

1695 4月13日　パリにて死去。

☆　有名な格言「すべての道はローマへ通ず」や、ことわざ「火中の栗を拾う」を残し

巻末には索引・参考資料のほか、「絵本に関する主な賞」を掲
載。国別・地域別に、各賞の概要を解説。すでに終了したり、別
の賞に継承されたものもとりあげた。

部構成は国別・地域別と
した。各部の冒頭に、その
国・地域の絵本の出版事
情や歴史、特徴などを時
系列に沿って解説。ここ
ではフランス。出版史の
要点を見出しとして立項。

絵本作家の経歴を年表形式で解説。絵本や出版に関
する事項だけではなく、人との交流や結婚など、経歴
における要項目も取り上げた。ここではジャン・ド・
ラ・フォンティーヌの経歴を掲載。

取り上げた作家の豆知識を掲載した。

作家ごとの著作を網羅。主に本邦における翻訳出版
を対象とし、シリーズ絵本はまとめて収録。翻訳者・
絵・文・出版社・出版年および原著の出版年も掲載。


